
第２学年  国語科学習指導案 

 

１ 単元名 

そうぞうしたことを、音読げきであらわそう『お手紙』 

２ 単元の目標 

○語のまとまり(単語・文節等)や言葉の響きなどに気を付けて音読することができる。【知識・技能】 

○場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像することができる。【思考・判断・表現】 

○場面の様子に着目して、登場人物の行動を想像し、学習課題に沿って音読劇に取り組もうとする。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

３ 単元構成の意図 

 少人数学級ということもあり、仲はよい一方で、自分の見方・考え方を深めるために友達の多様な発想に

ふれるという経験が乏しく、授業では意見が収束的思考で進む予定調和な展開になりやすい。国語科の文学

的文章の学習では、登場人物のしたことや、言ったことをとらえる力はついてきている一方で、その言動の

様子を想像する力は個人差が大きい。 

本単元は、『お手紙』と「この本、読もう」で構成され、「音読げきをする」という言語活動になっている。

音読劇の読み方や動きを工夫し、その根拠となる言葉について考えることで、人物の行動と様子を詳しく読

み、気持ちを想像することにつなげることができる。そこで、本単元では、音読劇をよりよくするために、

登場人物の様子を具体的に想像することを強く意識付けながら、学習を進めることで、児童の言葉の力や想

像力の向上を図りたい。また、登場人物や場面の様子を想像する際、拡散的思考につながる発問を皮切りに、

少人数ながらに多様な考えを引き出し、対話によって一人一人の考えが深まっていくようにする時間を設定

したい。 

 

４ 単元の計画（総時数１４時間） 

時 場面 学習活動（夢中に学んでいる姿） 資質･能力 

１ 見通す 

単元を見通すことで、音読劇をすることや

そのために読み取ることに期待を持つ。 

単元の目標を知り、学習の見通しをもって

音読劇に取り組もうとしている。（主） 

2・3 習得する 

「お手紙」を読み、場面分けをしたり、登

場人物の行動を読み取ったりしている。 

「場所」をもとに場面分けできる。（思） 

登場人物の行動を読み取れる。（思） 

4～8 
考える 

習得する 

各場面でのかえるくんやがまくんの行動

を、具体的に想像することを通し、登場人

物になりきって音読している。 

語のまとまりに注意し、音読できる。（知） 

登場人物の様子や気持ちを、挿絵や本文の

言葉を基に想像することができる。（思） 

９ 

本時 
対話する 

二人が手紙を待っているときの気持ちに

ついて考えたり、話し合ったりする。 

二人が手紙を待っているときの気持ちに

ついて想像を広げることができる。（思） 

10 考える 

音読劇で表現したいところを選び、読み方

や動きを書き込む。 

これまでの学習を生かし、想像したことを

音読劇に生かそうとしている。（主） 

11～ 

13 

対話する 

習得する 

グループごとに練習をし、感想を伝える。 

友達の助言や読み方から、自分の音読のし

かたを考え直し、練習する。 

登場人物の行動や、表情、口調、様子など

を想像して表現することができる。（思） 

読み方や動きについて思ったことを伝え

合うことができる。（思） 

これまでの学習を生かし、想像したことを

音読劇に生かそうとしている。（主） 

14 振り返る 

音読劇の発表（学校行事）及び単元全体の

学習をふり返る。「この本、読もう」の同じ

シリーズ本を読み、読書意欲を高める。 

これまでの学習を生かし、同じシリーズの

本を進んで読もうとしている。（主） 

 

単元を通して育成したい子どもの姿 

文学的文章を、文章中の表現をもとに読み、想像したことを表現する意欲や読書意欲を高める姿 



５ 本時のねらい 

２３ページを読み、手紙が届くまでの行動や気持ちについて考え、話し合うことを通して、二人が手紙を待

っているときの気持ちについて想像を広げることができる。 

６ 学習過程 

 学習活動・内容（T主な発問・Ｃ児童の反応） 時

間 

○指導上の留意点 

◎研究主題に迫る手立て ◇評価 

課 

題 

設 

定 

１ 本時の学習課題を捉える。 

（１）これまでの学習をふり返る。 

（２）本時のめあてをつかむ。 

ふたりは、どのように手紙をまっていただろうか。 

Ｔ：手紙がくるまで四日かかったね。書かれているこ

とがわかっている手紙をどのように待っていた

だろうか。 

（３）課題解決の見通しをもつ。 

Ｔ：内容がわかっている手紙を四日間待つのは幸せだ

だろうか。 

Ｃ：ずっと楽しみにしているから幸せだと思う。 

Ｃ：二人はなかよしだから、なかよく待ったと思う。 
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○物語のあらすじを振り返りながら、空白の

時間（手紙を待つ四日間）に目を向けられる

ようにする。 

 

 

○幸せかそうでないかというところから、言

ったこと、したことを想像することができる

ようにする。 

課 

題 

解 

決 

４ 手紙を待つ様子をペアで劇化しながら考える。 

Ｃ：（がま役）手紙くるの楽しみだなあ。 

Ｃ：（かえる役）喜んでくれると嬉しいな。 

 

 

５ 全体で話し合う。 

Ｃ：「いい手紙だ」と言っているので、かえるくんの

手紙が来るの楽しみだなあと言っていると思っ

た。 

Ｃ：挿絵で肩を組んでいるくらい仲がいいから、その

あとも肩を組みながら待っていたと思う。 

Ｃ：「かたつむりくん、おそいね。でもゆっくりまと

うね」と言ってると思う。がまくんは、かえるく

んから手紙のことを聞いてから幸せになってい

るから、幸せに待てていると思う。 

Ｃ：最後に「とてもよろこびました」とあるから、「ま

だかなまだかな」とたくさん言っていたと思う。  

Ｔ：前や次の場面、挿絵から想像が広がるね。 

30 ◎ペアで劇化を通して行動や気持ちを想像す

ることに夢中で取り組むようになり、登場人

物の言動について想像する力を高める。 

○演じている様子の理由を問いかけること

で、思考を言語化できるように働きかける。 

 

○主張を通すことが目的なのではなく、いろ

いろな考え方・価値観・経験があることに触

れる目的があることを伝える。 

○演じている様子の理由を話させる中で、教

師が挿絵や本文中の表現と結び付けながら他

の児童の理解を促す。 

◇手紙が届くまでの時間について考え、話し

合うことを通して、二人が手紙を待っている

ときの言動について想像を広げているか。 

（観察・ノート） 

振
り
返
り 

６ 本時のまとめをする 

  幸せな気持ちでいろいろな話をしたりしながら 

  まっていたかもしれない。 

 

５ ○振り返りの視点を示す。 

○今後の学びのつなぎ方を示し、意欲付けを

する。 

７ 板書計画 
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